
交差点での事故を防げ!!

交差点の

左折時・右折時

自転車や二輪車との

死亡事故多発!!

!
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★交差点の左折時に、左後方から

　横断歩道に進入してきた自転車

　を見落として巻込む！

交差点左折時の事故パターン

【考えられる主な原因】

・先を急いでいたため、横断歩道の

　安全確認が不十分になった。

・漫然と運転していて自転車に気づ

　かなかった。

事故防止のポイント　事故防止のポイント

・左折時は横断歩道の手前で停止できるよう徐行して進行し、自転車や

　歩行者の有無を必ず確認しましょう。

・側方にはミラーには映らない死角があり、左後方からの自転車などを

　見落とすことがありますから、細心の注意を払いましょう。

・左折する交差点に漫然と接近するのでなく、自転車等を追い越してい

　ないかなど、危険要因をしっかり把握しましょう。

【側方の死角】

死角



交差点右折時の事故パターン

★対向車の通過後に右折したと

　ころ、直進してきた二輪車と

　衝突！

【考えられる主な原因】

・二輪車が対向車の陰に隠れていた

　ため発見が遅れた。

・二輪車の速度を実際よりも遅く判

　断し、自車が先に右折できると判

　断した。

・先を急いでいたため、二輪車の通

　過を待つ余裕がなかった。

・二輪車の速度は予想以上に速く、遠くに見えていてもすぐに接近してき

　ます。決して先を急がず二輪車の通過を待ちましょう。

・特に夜間は二輪車のヘッドライトしか見えないため、二輪車の速度や二

　輪車との距離の判断がむずかしくなりますから、焦った右折は禁物です。

・対向してくる車両の陰に二輪車等が隠れて見えないケースがありますか

　ら、十分な安全確認をしましょう。

　事故防止のポイント

同一方向に進む自転車や
歩行者にも注意する



無理のない運行計画を立てる

　運転中の急ぎや焦りは、安全確認を省略させたり、

徐行や一時停止を怠らせる大きな原因となります。

急ぎや焦りは余裕のない無理な運行から生じるケー

スが少なくありませんから、道路状況や気象状況等

も配慮して無理のない運行計画を立てましょう。

点呼時に安全走行の指示をする

　点呼時は運転者に安全上の指示を与える絶好の場

です。乗務開始前の点呼時を活用して、交差点の右

左折時の注意点を指導し、安全運行への意識付けを

図りましょう。

運転者研修の重点テーマとする

　交差点の事故防止を運転者研修の重点テーマとし

て取り上げ、交差点でのヒヤリハット体験や交差点

場面を用いたＫＹＴ、さらにはドライブレコーダの

映像などを活用して、交差点での安全走行について

の指導を行いましょう。

　また、実車を用いてトラックの後方や側方の死角

や内輪差などの指導を行うのも良い方法です。

交差点の事故防止に取り組もう

事業者・管理者の皆さんへ
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